
　

大
迫
地
区
農
家
組
合
協
議
会
と
大
迫
町
支

店
は
、
８
年
前
か
ら「
か
ぼ
ち
ゃ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
日
本
大
震
災

の
時
に
被
災
地
へ
か
ぼ
ち
ゃ
を
届
け
た
こ
と

が
始
ま
り
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
農
業
の

大
切
さ
や
地
元
で
と
れ
た
農
作
物
の
お
い
し

さ
を
伝
え
よ
う
と
、
各
農
家
組
合
で
栽
培
し

た
か
ぼ
ち
ゃ
を
地
元
の
保
育
園
や
給
食
セ
ン

タ
ー
、
福
祉
施
設
に
贈
っ
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
は
豊
作
と
な
り
、
贈
呈
後
に
余
っ
た

か
ぼ
ち
ゃ
約
30
個
を
支
店
窓
口
で
来
店
者
に

提
供
。
そ
の
際
に
寄
付
を
募
り
、
皆
さ
ん
の

善
意
に
よ
り
７
３
７
７
円
が
集
ま
り
ま
し

た
。
寄
付
金
は
花
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会
大

迫
支
部
に
全
額
寄
付
し
、
大
迫
町
内
の
福
祉

活
動
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

佐
々
木
久
夫
会
長
は「
喜
ん
で
も
ら
え
て
、

カ
ボ
チ
ャ
を
作
っ
た
甲
斐
が
あ
る
。
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
食
育
リ
ー
ダ
ー
「
花
巻
ま
ん
ま
ー

ず
」は
４
月
17
日
、
本
店
の
農
産
加
工
室（
花

巻
市
野
田
）で
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
開
始
を
前
に
、
14
人
が
集

ま
り
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
使
命
感
や
役
割

な
ど
の
意
識
統
一
の
ほ
か
、
食
育
指
導
す
る

う
え
で
の
手
順
、
衛
生
面
な
ど
の
注
意
点
に

つ
い
て
確
認
。
料
理
の
幅
を
広
げ
る
た
め
、

地
元
産
米
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
料
理
３
品
を
実

際
に
調
理
し
て
味
わ
い
ま
し
た
。
齊
藤
洋
美

代
表
は「
元
号
も
変
わ
る
の
で
初
心
に
戻
り
、

き
ち
ん
と
し
た
活
動
を
し
て
い
こ
う
」と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　
「
花
巻
ま
ん
ま
ー
ず
」は
、
保
育
園
や
幼
稚

園
で
の
食
育
教
室
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
で
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

遠
野
地
域
果
樹
部
会
は
３
月
27
日
、（
有
）

Ｊ
Ａ
と
お
の
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
生
活
セ
ン

タ
ー
（
遠
野
市
松
崎
町
）で「
遠
野
産
ワ
イ
ン

初
飲
み
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　

生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
行
政
な
ど
約
50
人
が
参

加
し
、
多
田
勝
之
部
会
長
は「
醸
造
を
開
始

し
て
11
年
目
と
な
っ
た
。
今
後
も
消
費
者
に

好
ま
れ
る
飲
み
や
す
い
ワ
イ
ン
を
提
供
し
た

い
」と
挨
拶
。
参
加
者
は
、
飲
み
比
べ
な
が

ら
香
り
や
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

遠
野
山
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
は「
涼
実
紫
」を

１
０
０
％
使
用
し
、
新
商
品
と
し
て
今
年
披

露
と
な
っ
た
遠
野
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン

は
遠
野
産
の
ぶ
ど
う
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
は
同
市
内
の
酒
販
店
の
ほ
か
、
道
の

駅「
風
の
丘
」で
販
売
中
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
４
月
、
各
地
域
で
令
和
元
年
度
集

落
委
員
委
嘱
状
交
付
式
を
開
き
ま
し
た
。

　

花
巻
地
域
１
５
４
人
、
北
上
地
域
82
人
、

西
和
賀
地
域
31
人
、
遠
野
地
域
１
０
０
人
の

集
落
委
員
が
委
嘱
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

４
地
域
全
体
で
３
６
７
人
の
集
落
委
員
た
ち

は
、
農
家
と
Ｊ
Ａ
の
連
携
を
密
に
す
る
懸
け

橋
を
担
い
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
発
展
に
向

け
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
集

落
委
員
を
４
年
以
上
務
め
、
平
成
30
年
度
末

で
退
任
し
た
23
人
に
、
感
謝
状
と
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。

　

花
巻
地
域
は
４
月
12
日
、
花
巻
市
内
の
温

泉
で
行
い
、
任
命
者
一
人
一
人
を
呼
名
し
た

あ
と
、
阿
部
勝
昭
組
合
長
が
代
表
者
に
委
嘱

状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
や
花
巻
市
な
ど
で
組
織
す
る
花
巻
市

農
業
振
興
対
策
本
部
と
果
樹
部
会
は
、
Ｊ
Ａ

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド「
賢
治
り
ん
ご
」を
始

め
と
す
る
リ
ン
ゴ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ（
Ｐ
Ｖ
）の
制
作
を
始
め
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｖ
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
風
。
プ

レ
ゼ
ン
タ
ー
役
の
男
性
が
Ｊ
Ａ
産
リ
ン
ゴ
や

子
ど
も
た
ち
の
収
穫
体
験
、
宮
沢
賢
治
な
ど

の
紹
介
を
し
ま
す
。
３
月
27
日
に
は
、
生
産

者
や
そ
の
家
族
、
子
ど
も
た
ち
約
50
人
が
参

加
し
、
Ｊ
Ａ
総
合
営
農
指
導
拠
点
セ
ン
タ
ー

（
花
巻
市
野
田
）で
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

若
手
り
ん
ご
生
産
者
グ
ル
ー
プ
の
宇
津
宮

邦
昭
会
長
は「
Ｐ
Ｖ
を
通
し
て
、
首
都
圏
の

消
費
者
に
Ｊ
Ａ
産
リ
ン
ゴ
の
お
い
し
さ
に
気

付
い
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
（
一
社
）南
部
杜
氏
協
会
は
４
月
２
日
か
ら

４
日
間
、
花
巻
市
石
鳥
谷
町
で
新
酒
の
出
来

栄
え
を
競
う「
第
１
０
０
回
南
部
杜
氏
自
醸

清
酒
鑑
評
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
か
ら
岡
山
県
ま
で
25
都
道
府
県
、

１
４
９
の
蔵
元
か
ら
吟
醸
酒
３
３
７
点
、
純

米
吟
醸
酒
２
６
９
点
、
純
米
酒
１
６
１
点
の

合
わ
せ
て
７
６
７
点
を
審
査
し
ま
し
た
。
４

日
に
行
わ
れ
た
第
２
審
で
は
、
第
１
審
を
通

過
し
た
吟
醸
酒
１
９
２
点
、
純
米
吟
醸
酒

１
２
２
点
、
純
米
酒
65
点
を
仙
台
、
東
京
、

名
古
屋
な
ど
の
国
税
局
鑑
定
官
や
指
導
機
関

の
担
当
者
な
ど
15
人
が
香
り
と
甘
み
、
う
ま

味
の
調
和
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
米
倉
祐
一

醸
造
技
術
部
長
は「
醸
造
技
術
が
年
々
向
上

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
例
年
に
な
く
き
れ

い
な
酒
が
そ
ろ
っ
た
。
米
の
出
来
が
良
く
、

甘
み
、
う
ま
味
、
香
り
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く

て
審
査
員
泣
か
せ
だ
」と
評
価
し
ま
し
た
。

善意の輪がより良い地域づくりへ 　かぼちゃプロジェクト

活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
佐
々
木
会
長（
右
）と
長
澤
敏
秀
支
店
長

今年度の活動に向けて意識統一 　食育リーダー「花巻まんまーず」

ワインの香りや味を堪能 　平成30年度遠野産ワイン初飲み会

農家とＪＡの「懸け橋」 　令和元年度集落委員委嘱状交付式首都圏に向けてＪＡ産リンゴをＰＲ 　ユーモア溢れるＰＶを制作中

ぽらーのNEWS地 域 の 話 題 – Topic of  reg ional

手順を確認しながら笑顔で調理する会員たち

談笑しながらワインを楽しむ参加者たち

阿部組合長から委嘱状を受け取る集落委員観客役として歓声や笑いなどのリアクションの撮影に臨んだ参加者たち

新酒767点の味わい競う 　第100回南部杜氏自醸清酒鑑評会

新
酒
の
香
り
や
味
を
口
に
含
ん
で
確
認
す
る
審
査
員
た
ち
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